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18）「胎盤における甲状腺ホルモントランスポーターの

発現と早産児甲状腺機能の関連に関する検討」

研究代表者野原史勝

[研究の背景と目的］

早産児、特に超低出生体重児ではしばしば生後１ヶ

月以内に一過性の低サイロキシン（T4）血症が認め

られることが知られている。本病態の解釈については

生理的現象であり治擦不要とする報告がある一方、神

経学的予後不良と関連があるとする報告も多く一定の

見解は得られていない。また、本病態に対する甲状腺

ホルモン補充療法の有効‘性についても結論は出ていな

い。

妊娠中、胎児は甲状腺ホルモン産生能が未熟である

ため、その一部を母体からの供給に依存している。一

方、胎児のHPTaxisの成熟は妊娠後期になって完成

すると言われている。したがって早産児で出生する

と、胎盤を介した母体からの甲状腺ホルモン移行が消

失し、かつHPTaxisの未熟'性のために適切なＴＳＨ上

昇が認められないことが予想され、このことが本病態

の重要な要因であると推察される。

胎盤での甲状腺ホルモン移行に関わる重要な因子の

一つに甲状腺ホルモントランスポーターがあるが、な

かでもMCT８（monocarboxylatetransporter8)）はその

中心的な役割を担っていると考えられている。子哲内

胎児発育遅延（IUGR）胎児では甲状腺ホルモン他が

低仙であること、胎盤ＭＣＴ８の発現が坤加している

ことが報告されており、胎盤ＭＣＴ８の発現は胎児の

甲状腺ホルモン不足を代償している可能性が推察され

ている。早産児は在胎週数が早いほどHPTaxisが未

熟であり甲状腺ホルモンを産生する能力が低いため、

より母体からの移行に依存していると考えられる。そ

れを反映して胎盤ＭＣＴ８の発現が増加していると推

察されるが、過去に検討した報告はない。

本研究では胎児・新生児の甲状腺機能の成熟度に応

じた胎盤MCT8発現の調節機構の有無について明ら

かにすることを目的とし、在胎週数による胎盤ＭＣＴ８

ｍＲＮＡの発現と膳帯血及び出生後の甲状腺ホルモン

値の推移の違いを検討した。

[研究方法］

当院で出生した新生児のうち、高度の先天奇形・染

色体異常症等の奇形症候群、重度仮死、内分泌疾患や

代謝異常症等の合併症を持たない児24例を対象とし

胎盤組織及び膳帯血、日齢７，１４，２１，２８の新生児血

清を収集した。胎盤は娩出後、速やかに1-2ｃｍ角のブ

ロックとして全層を採取し十分に血液を洗浄後、‐８０

℃で保存した。凍結保存した胎盤組織からtotalRNA

を抽出しcDNAを作成後、real-timePCR（ＡＡＣｔ法）

でＭＣＴ８ｍＲＮＡの発現を測定した。また、脇帯血及

び各日齢の血清のnCCT3（fT3)、１i･eｅＴ４（fT4)、ＴＳＨ

をE1ectro-chemiluminescenceimmunoassay（ECLIA）法

により測定した。対象となった２４例を在胎週数毎に

①28週未満、②２８～３２週未満、③32週～36週未

満、④36～３８週未満の４群に分け、各群の甲状腺ホ

ルモン値の推移と胎盤ＭＣＴ８ｍＲＮＡの発現量の違い

について検討した。統計学的検討にはMann-Whitney，

sUtestあるいはStudent，st-testを用い、ｐ＜0.05を有

意差ありとした。本研究にあたっては旭川医科大学倫
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